















































































































































































































































































































































































































































































































































尋ねると,5B児は ｢……．●● ○ だって，誰かが
決めないとダメだったから…｡時間かかっちゃ
うから…だって,早く決めないと2回目できな
くなつちやうから…｡」と泣きながら答える。
i） 5B児が時間がかかると次のリレーができ
なくなると考えて仕方なく1人で決めていた
ことが分かり，きちんとみんなで相談して決め
ようという話になった｡やはり今日は足の遅い
人から並ぼうということになり，並び方を考え
ている ○ i）
5C児「じゃあ，自分が速いと思う人は
格云‐て寺1厘1,､Aけ前IF佳キス弓 ’
5D児「そうだ，並んでみよう」
考察
I)次の試合がしたい為，時間をかけず早く並
び方を決めなければいけない，という状況把
握から，望ましい解決方法ではないが誰かが
決めてしまなければいけないと判断し， Iノ■■■■■■■
ダーシップを取って自ら行動するという自己
統制の姿がある。
●●●
111)昨日は時間が無いことから，仕方なく友達
が一人で決めていたことや， 一方的に決めら
れたことで不満が残っていたことをみんなで
振り返っている。そして，今日はみんなで相談
して決めよ
ｰ
フ と自分達から積極的に相談する
ことを選び，反省を生かしそうとしている。
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それぞれが自分の思う速さの場所に並びだ
したが,数人が自分がどこに並んだらよいか分
からずウロウロとしている ○
教師「あなたたちはどうしたの？」
5E児「どっちかわからない。遅くない
けど…」
教師「みんな，どっちか分からない人
－
がいるんだって」
5F児「5E児ちやんは遅くないんじや
ない？」
5B児 ｢子う淨士猩ぐかい_]‐’
5G児「普通なんじやない？」
教師「なるほど，遅いと速いじやなく
－
て,普通っていうのがあるってこ
とね」
5D児「じやあ普通の人は真ん中ね」 i)
、）
大体の幼児が速いか普通の所に並び終えた。
遅い所に並んでいたｱﾝとｱｲﾘが不安そうな顔を
していた○
教師「2人はここでいいの？」
2人ともうなずく。
51児「5H児ちやん遅くないよ，僕よ
り速いもん」
5J児「5A児ちやんだって速い 1」 i）
教師「だって。どうする？」
5H児,5A児「あっち（普通の所）行
く」
2人はホッとした様子で普通の所に並んだ。
皆が一通り並び終えると，「よし 1できた 1」
｢できた 1」「これでよし 1」と口々に話し，
リレーに向かっていった。
1）周りの友達と比べて自分の足の速さがど
れ程なのかを考えながら，自分なりに判断し
てそれぞれが並んでいる。自分で判断できず
悩んでいる友達に対して，今までに何度もり
レーに取り組んできたことで得た友達それぞ
れの足の速さを伝える，という既存の知識を
活用する姿が見られている。
●｡
Ⅱ ）教師が発端となり子供同士の会話が進み，
遅いというのは嫌なのではないかと心情を推
し量り他者を理解しようとして行動してい
る。話し合い始めた時は「遅い」と「速い」と
b、
ｰ
フ 2つの判断基準だったが，話し合いの中
で「普通」という基準を新たに設け，新しい考
え方を導いている。
4．分析2の考察
幼児が主体的・協同的に課題の解決に向かおうとする際，アクティブ・ラーニングにおける汎
用的能力の3点「問題発見・解決を念頭に置いた深い学びの過程」「他者との協働や外界との相互
作用を通じて，自らの考えを広げ深める，対話的な学びの過程」「見通しを持って粘り強く取り組
み，自らの学習課題を振り返って次につなげる，主体的な学びの過程」に着目した結果，いずれ
の事例においても幼児は汎用的能力の育成を行っていることが明らかとなった。
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以上のことから，幼児は生じた課題に主体的・協同的に解決に向かおうとする際，汎用的能力
の育成につながっており，幼児はアクティブ・ラーニングを行っていることが明らかとなった。
7．分析3「アクティブ・ラーニングでの学びの傾向」
1．目的
幼児が主体的・協同的に課題を解決しようとする際の学びの特徴，傾向を明らかにする。
2．分析方法
アクティブ・ラーニングでの学びの特徴,傾向について明らかにするために,KJ法を参考に，
収集した34事例から挙げられた「学んでいたと思われること」を内容別に分類した。また分類し
たものの全体に占める害'l合についても分析・考察した。
3．分析3の結果と考察
「学んでいたと思われること」のカテゴリー化
「学んでいたと思われること」を内容別にカテゴリー化した結果，以下の5つのカテゴリーに
分類できた。
分類名 説明
感情体験 課題が生じた時から解決するまでに生じた感情の体験
他者理解 他者との違いや同じことを知り，つながろうとすること
思いの表現・共有･調整 自分の思いを表現したり友達の思いを聞いたりしながら思いを共有
したり，調整したりすること
思考 思ったり考えたりすること
知識・技能の活用 既存の知識や技能を活用すること
[表1学んでいたと思われることキーワードー覧3歳児］
①でもね､3B児ちゃんが使っ
てた
不満足感 状況把握
②お姫様ごっこ 不満足感 自己肯定感
③これみたいに綺麗にしたい 不満足感 達成感
④私もスカー トつくる 友達理解
思い通りにな
らない体験
⑤3D児ちゃんが聞いてあげ
ようか
友達理解 満足感
⑥<るくる棒づくり 信頼感 安心感
⑦三つ編み 知識 不満足感
友達の思
⑧こっち(に乗せて） いを洞察す 目的の共有
る
状況把握 満足感
安心感 他者理解
信頼感 満足感
興味関心
新たな方法に
気づく
自己肯定感
よりよいやり
方
自己肯定感
しさ 友達理解
達成感の共
有
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折り合いを
つける
信頼感
楽しさ
早く手にする
方法
満足感
思い通り
にならない
体験
意欲
満足感
新しいやり
方
自尊心
状況理解
の必要性
安心感
満足感
他者理解 満足感
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「考え抜く力」を能力要素の「課題発見力」「計画力」「創造力」で分類したところ，「課題発見
力」が9％，計画力が52％，創造力が39％となった。幼児が主体的・協同的に課題に向かお
うとする際には，「計画力」の育成に最も関係していることが明らかとなった。課題発見力が9％
と最も低い値になったが，これは事例を収集する際生じた課題の解決に向かう場面に着目した
ためで，問題発見力について特に意識して「学んでいたと思われること」として考察をしなかっ
たためと考えられる。
[図8チームで働く力の能力要素の割合］
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「チームで働く力」を能力要素の「発信力」「傾聴力」「柔軟性」「情況把握力」「規律性」「スト
レスコントロールカ」で分類したところ，「発信力」が17％，「傾聴力」が23％，「柔軟性」が
14％，「情況把握力」が35％，「規律性」が2％，「ストレスコントロールカ」が9％であった。
「ストレスコントロールカ」が9％と全体から見て低い値になったことについては，幼児は遊び
や生活の中で生じた課題に向き合う段階で，うまくいかないことなどに対してストレスを感じて
おり，そのストレスに向き合い気持ちをコントロールした結果，解決に向けて主体的・協同的に
行動していると考える。考察の際はストレスをコントロールしたうえでの学びを考察したため値
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が低くなった。同様に「規律性」が2％と低い値となったが，幼児が課題に向き合う際，その状
況に応じた，発言や行動をとることでの解決に向けての姿が多く，課題を解決しようとする集団
の中での規律性があるうえでの事例の考察となったためと考える。
4．分析4のまとめ
幼児期におけるアクティブ・ラーニングから学んでいることを，社会に求められる人材の育成
の視点から示された社会人基礎力の3つの分類及び12の能力要素で分類した結果，すべての項
目に事例から挙げられた学びを分類することができた。このことから，幼児期におけるアクティ
ブ・ラーニングでの学びはこれからの社会に必要とされる力を育成につながっていることが明ら
かとなった。
g.分析のまとめ
本研究の分析をまとめると以下の4点となる
①園生活で生じた課題に対しては，他者とかかわることで解決に向かうことができる。
②幼児が主体的・協同的に課題に向かう際には汎用的能力の育成がなされている。
③幼児期のアクティブ・ラーニングでは「感情体験」の学びが多くなる特徴がある。
④幼児期のアクティブ・ラーニングでの学びはこれからの社会に求められる力の育成につながっ
ている。
10.本研究の結論
以上から，本研究では以下の2点が明らかとなった。
①幼児は遊びや生活で生じた課題に対し他者とかかわりながら主体的・協同的に解決に向かう。
②幼児が主体的・協同的に課題とかかわる際，汎用的能力の育成がなされており幼児はアクティ
ブ・ラーニングを行っている。またその際の学びの特徴としては「感情体験」が多くなり，さ
らに社会に必要とされる力の育成につながっている。
11．今後の課題
本研究では，幼児の課題解決場面を中心に事例の収集，分析，考察を行ってきたが，幼児が主
体的・協同的に課題に向かう際の環境の構成や教師の援助については触れていない。幼児期にア
クティブ・ラーニングで培っている力を就学後につなげていく際，幼児期に行われている援助を
更に具体的に示し，小学校接続期に活かせるよう検討していく必要がある。
－25－

